
情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

�����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

　 動 報 告
かつ

どう ほう こく

� �

関
東
管
区
警
察
局
長
感
謝
状
の
贈
呈

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

相馬誠一さん

桶
川
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
立

候
補
す
る
方
へ
〜
立
候
補
届
出
書

類
の
事
前
審
査
を
実
施
し
ま
す
〜

桶
川
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

販
売
が
始
ま
り
ま
す

▲こちらでも
確認できます

１０
月
か
ら
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス

テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

教
育
委
員
会
第
１０
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

第
１０
回
農
業
委
員
会
総
会
の
お
知
ら
せ

「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
製
作
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（
交
通
安
全
功
労
）

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課
�
７８８
―
４
９

０
１と

き
▼
１０
月
３０
日
㈬
〜
１１
月
１
日
㈮
午

前
８
時
４５
分
〜
午
後
４
時
（
全
日
程
）

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０２

持
参
す
る
も
の
▼

【
立
候
補
届
出
書
類
】

候
補
者
届
出
書
、
供
託
証
明
書
（
供
託

書
）、
宣
誓
書
、
所
属
党
派
証
明
書
（
無

所
属
の
場
合
は
不
要
）、
戸
籍
謄
本
ま
た

は
抄
本
、
通
称
認
定
申
請
書
（
通
称
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
み
）、
印
鑑

（
候
補
者
届
出
書
に
押
印
す
る
印
鑑
）

【
選
挙
運
動
関
係
書
類
】

出
納
責
任
者
選
任
届
、
選
挙
事
務
所
設

置
届
出
書
、
報
酬
を
支
給
す
る
者
の
届
出

書
、
連
絡
責
任
者
・
連
絡
場
所
に
関
す
る

届
出
書
、選
挙
公
報
掲
載
申
請
書
・
原
稿
・

写
真
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
見
本
、
選

挙
運
動
用
ビ
ラ
見
本

【
選
挙
公
営
届
出
書
】

選
挙
運
動
用
自
動
車
使
用
契
約
届
出
書
、

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
成
届
出
書
一
式
、

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
作
成
届
出
書
一
式

立
候
補
の
受
付

と
き
▼
１１
月
１０
日
㈰
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時

と
こ
ろ
▼
市
役
所
４
階
会
議
室
４０２

詳
し
く
は
�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
７８８
―
４
９
０
９

対
象
▼
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
が

対
象
で
す
。
①
平
成
３１
（
令
和
元
）
年
度

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
課
税

さ
れ
て
い
る
人
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
対
象
外
）
※
市

よ
り
購
入
引
換
券
交
付
申
請
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
申
請
者
に
は
購
入
引
換
券
と

利
用
可
能
店
舗
一
覧
を
郵
送
し
ま
す
。

②
平
成
２８
年
４
月
２
日
〜
令
和
元
年
９
月

３０
日
に
生
ま
れ
た
子
が
属
す
る
世
帯
主

※
該
当
世
帯
へ
市
か
ら
購
入
引
換
券
と
利

用
可
能
店
舗
一
覧
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

購
入
期
間
▼
【
平
日
】
１０
月
１
日
㈫
〜

令
和
２
年
２
月
２８
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

【
土
・
日
】
１０
月
５
日
㈯
・
６
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
み
臨
時
販
売

購
入
場
所
▼
①
市
役
所
２
階
市
民
活
動

室
で
、
１０
月
１
日
㈫
〜
３１
日
㈭

②
市
役
所
２
階
相
談
室
２１３
で
１１
月
１
日
㈮

〜
令
和
２
年
２
月
２８
日
㈮

購
入
可
能
冊
数
▼
対
象
者
１
人
に
つ
き

５
冊
ま
で
、
１
冊
単
位
で
購
入
可
能

※
１
冊
４
千
円
で
５
千
円
分
の
商
品
券
が

購
入
で
き
ま
す
※
商
品
券
の
購
入
は
現
金

の
み
と
な
り
ま
す

必
要
な
も
の
▼
現
金
、
購
入
引
換
券
、

購
入
に
訪
れ
た
人
の
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
、
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
な
ど
）

【
商
品
券
の
利
用
に
つ
い
て
】

利
用
期
間
▼
１０
月
１
日
㈫

〜
令
和
２
年
２
月
２９
日
㈯

利
用
可
能
店
舗
▼
購
入
引
換
券
郵
送
時

に
同
封
し
た
利
用
可
能
店
舗
一
覧
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
桶
川
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
担
当
�
７８８
―
２
４
６
６

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
と
は
、
す

べ
て
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
、
自
宅

や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
電
子
納
税
で
き

る
仕
組
み
で
す
。

【
納
税
で
き
る
税
金
の
種
類
】

法
人
市
町
村
民
税
、
個
人
住
民
税
（
特

別
徴
収
分
、
退
職
所
得
分
）
な
ど

【
メ
リ
ッ
ト
】

○
す
べ
て
の
都

道
府
県
・
市
区

町
村
へ
電
子
納

税
で
き
ま
す

（
金
融
機
関
窓

口
で
の
納
付
が

不
要
に
な
り
、

複
数
の
地
方
公

共
団
体
へ
、
一

括
で
電
子
納
税

が
可
能
）。

○
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
（
事
前
に
登
録
し
た

金
融
機
関
口
座
を
指
定
し
て
、
直
接
税
金

を
納
付
す
る
方
法
）
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼eLTA

X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http
://w

w
w
.eltax.

jp/

）
内
の
「
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ

ム
の
特
設
ペ
ー
ジ
」
ま
た
はeLTA

X

ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
（
�
０
５
７
０
―
０８１
―
４５９
�

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（（
土
・
日
・
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）））
へ
。

と
き
▼
１０
月
２８
日
㈪
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
市
役
所
４
階
会
議
室
４０１

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
次

回
の
教
育
委
員
会
は
、
１１
月
２６
日
㈫
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課
�
７８８
―
４
９

６
５

と
き
▼
１０
月
２３
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０４

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
会
場
変
更
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、

１１
月
２２
日
㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局
�
７８８

―
４
９
３
２

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
と
し
て
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
使
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
県
と
県
内
２７
の
市
町

で
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

ア
ソ
シ
エ
の
来
館
者
に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
完
成
さ
せ
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
思
い
を
集
め
て
、
Ｄ
Ｖ
の
な

い
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

期
間
▼
１０
月
８
日
㈫
〜
１１
日
㈮

と
こ
ろ
▼
市
役
所
２
階

男
女
共
同
参

画
コ
ー
ナ
ー
「
ア
ソ
シ
エ
」

※
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
（
紫
色
の
リ
ボ
ン
）

は
、
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
そ
う
と
い
う
国
際
的
な
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

�
７８８
―
４
９
０
７

去る８月２２日㈭、「平成市民大学」の開講式が行われまし
た。この「平成市民大学」は、市民の皆様の生涯生活が豊か
で創造性に富んだものとなり、更には、学んだことを地域で
広めていただくことを目的として、平成２年に市制施行２０周
年を記念して開設されたものです。
今回で、３０回目の節目を迎えましたが、これまでに１，６００

名を超える市民の方々が、この大学で学んでこられました。
受講される方々に、たくさんのことを学んでいただけるよう、
毎年様々な分野から講師をお招きし、内容の充実を図ってき
ました。お蔭様で、今年は、受講者６３名中４４名の方がリピー
ターとのことで、更に７年連続で受講されている方も１０名以
上おられました。また、受講者の最年少が６３歳で、最年長が
８６歳、平均年齢は７４歳と、皆さんご高齢ではありますが、ど
なたも若々しくお元気で、学びに対する情熱がとても伝わっ
てくると同時に、皆さんの熱意に頭の下がる思いでした。
私も開講式に引き続き、「安心安全で持続可能なまちづく

り」というテーマで、お話をさせていただきました。
人は、常に好奇心や探求心を持ち、いくつになっても学び

続けることの大切さを感じるとともに受講された皆さんが、
この「平成市民大学」を通して、学ぶ喜びを大いに実感して
いただきながら、新たな交流の輪が広がり、更に充実した人
生につながることを願っております。

１０月

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

vol．60

市長元気通信

桶川市長

開講式 開講式後の講演

ＡＡ市市 ＢＢ市市

ＣＣ町町 ＤＤ村村

手数料無料

地地方方税税
共共通通納納税税
シシスステテムム

ダイレクト
納付可能

企企業業

金融機関への
外出不要

一括
納付
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2019．10 662019．1077

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



令
和
２
年
度

認
定
こ
ど
も
園

（
幼
稚
園
部
分
）
入
園
申
込
受
付

桶
川
市
認
定
家
庭
保
育
室
の

ご
案
内

令
和
２
年
度
『
幼
稚
園
』

入
園
願
書
受
付
に
つ
い
て

令
和
２
年
度

民
営
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
規
入
室
申
し
込
み
に
つ
い
て

令
和
２
年
度（
来
年
４
月
）の
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
施
設
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
規
入
所
申
し
込
み
の

受
け
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

就
労
証
明
書
な
ど
、
勤
務
先
な
ど
で
記
入

し
て
も
ら
う
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

込
書
類
は
余
裕
を
も
っ
て
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
１０
月
１５
日
㈫
か
ら
配

布
す
る
入
所
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類
配
布
開
始
日
▼
１０
月
１５
日
㈫

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
込
書
類
配
布
場
所
▼
保
育
課
、
市
内

認
可
保
育
所
（
園
）、
市
内
認
定
こ
ど
も

園
、
市
内
小
規
模
保
育
施
設
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ

ン
タ
ー

受
付
期
間
▼
１１
月
２６
日
㈫
〜
１２
月
３
日
㈫

受
付
時
間
▼

平
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

土
日
�
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

受
付
場
所
▼
保
育
課

※
入
所
は
申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
書
類
不
備
の
場
合
、
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園（
保
育
園
部
分
）・

小
規
模
保
育
施
設
に
つ
い
て

保
育
の
基
準
▼
保
護
者
（
同
居
す
る
祖

父
母
を
含
む
）
が
就
労
、
妊
娠
、
出
産
、

疾
病
・
障
害
、
同
居
の
親
族
の
介
護
、
災

害
復
旧
、
求
職
活
動
、
就
学
な
ど
に
よ
り

常
時
保
育
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
こ
と
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
▼

①
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保
育
給
付
費

等
支
給
認
定
申
請
書
兼
施
設
利
用
申
込
書

②
入
所
申
込
み
に
か
か
る
意
志
確
認
表
・

家
庭
状
況
書

③
就
労
証
明
書
な
ど
（
保
護
者
お
よ
び
同

居
す
る
６５
歳
未
満
の
親
族
な
ど
全
員
分
）

④
健
康
調
査
票

⑤
兄
弟
姉
妹
の
幼
稚
園
な
ど
の
在
園
証
明

書
（
該
当
す
る
人
の
み
）

⑥
申
込
必
要
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

※
市
外
の
保
育
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
育
所
所
在
地
の
市
区
町
村
に
申
込
先
、

申
込
締
切
日
を
確
認
の
う
え
、
申
込
先
が

桶
川
市
の
場
合
は
、
締
切
日
の
５
日
前
ま

で
に
桶
川
市
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
所
調
整
結
果
▼
令
和
２
年
１
月
下
旬

頃
（
予
定
）
に
、
利
用
調
整
結
果
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

入
室
の
基
準
▼
桶
川
市
立
の
小
学
校
に

就
学
し
て
い
る
児
童
で
、
主
と
し
て
下
校

後
保
護
者
（
同
居
す
る
祖
父
母
を
含
む
）

が
就
労
、
妊
娠
、
出
産
、
疾
病
・
障
害
、

同
居
の
親
族
の
介
護
、
災
害
復
旧
、
求
職

活
動
、
就
学
な
ど
に
よ
り
家
に
い
な
い
こ

と
が
常
態
で
あ
る
も
の
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
▼

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
室
申
込
書

②
児
童
家
庭
調
書

③
就
労
証
明
書
な
ど
（
保
護
者
お
よ
び
同

居
す
る
７０
歳
未
満
の
親
族
な
ど
全
員
分
）

入
室
調
整
結
果
に
つ
い
て
▼
令
和
２
年

２
月
上
旬
頃
（
予
定
）
に
、
結
果
通
知
を

し
ま
す
。
※
特
別
支
援
学
級
な
ど
に
通
う

予
定
の
児
童
は
、
申
し
込
み
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
児
童
面
接
を
行
い
、
集
団
保

育
の
可
否
を
判
断
し
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
各
小
学
校
区

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
育
課
�
７８８
―
４
９
４
８

申
込
書
類
配
布
開

始
日
▼
１０
月
１５
日
㈫

※
土
・
日
・
祝
日
を

除
く申

込
書
類
配
布
場

所
▼
各
認
定
こ
ど
も

園
受
付
開
始
日
▼
１１

月
１
日
㈮

受
付
時
間
▼
各
認

定
こ
ど
も
園
に
よ
る

受
付
場
所
▼
各
認

定
こ
ど
も
園

手
続
き
に
必
要
な

書
類
▼

①
各
園
で
配
布
さ
れ

る
入
園
願
書

②
施
設
型
給
付
費
・

地
域
型
保
育
給
付
費

等
支
給
認
定
申
請
書

兼
施
設
利
用
申
込
書

申
込
み
・
問
合
せ
▼
各
認
定
こ
ど
も
園

●
家
庭
保
育
室
と
は

市
で
は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
施
設
を
「
家
庭
保
育
室
」
と
し
て
認
定

し
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
日
中
家
庭
に

い
な
い
乳
幼
児
（
生
後
７
週
目
か
ら
３
歳

未
満
児
）
の
保
育
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
近
隣
市
町
が
認
定
し
て
い
る
市
外

の
家
庭
保
育
室
へ
の
委
託
も
し
て
い
ま
す
。

●
保
護
者
に
対
す
る
助
成

（
保
護
者
助
成
金
）
に
つ
い
て

家
庭
保
育
室
の
通
常
保
育
を
利
用
す
る

３
歳
未
満
児
の
保
護
者
に
対
し
、
家
庭
保

育
室
保
育
料
（
５
万
５
千
円
を
限
度
と
す

る
）
と
県
認
可
保
育
所
に
入
所
し
た
場
合

の
保
育
料
（
減
額
な
し
）
と
の
差
額
を
、

月
額
１
万
５
千
円
を
限
度
に
助
成
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
助
成
金
の
交
付
に
は
、
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

※
家
庭
保
育
室
以
外
の
施
設
を
利
用
し
て

い
る
人
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
家
庭
保
育
室
入
室
後
、
手
続
き
に
必
要

な
書
類
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
申
請

方
法
は
同
封
の
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
各
家
庭
保
育
室
ま
た
は
保

育
課
�
７８８
―
４
９
４
７

●
入
園
受
付
に
つ
い
て

各
園
一
斉
に
入
園
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

願
書
配
布
日
▼
１０
月
１５
日
㈫
か
ら

願
書
受
付
期
間
▼
１１
月
１
日
㈮
か
ら

●
幼
稚
園
に
つ
い
て

満
３
歳
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
幼
児

の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
幼
児
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
児
の
預
り
保
育
に
つ
い
て

園
児
の
保
護

者
が
働
き
な
が

ら
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
、
開

園
前
や
保
育
時

間
終
了
後
も

『
預
り
保
育
』

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
な
ど
の

季
節
休
暇
中
も

１
日
預
り
保
育

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
▼
各
幼
稚
園

市
内
の
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童

を
対
象
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
る
民
営

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
令
和
２
年
度

の
新
規
入
室
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
、

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
提
出
物
の
中
に

は
、
勤
務
先
で
証
明
を
い
た
だ
く
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

桶
幼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
１５
日
㈮
〜
１２

月
２８
日
㈯
に
、
直
接
、
桶
幼
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
�
７２９
―
６
１
３
８
）
へ
。

ひ
が
し
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
１５
日
㈮
〜
１２

月
１６
日
㈪
に
、
直
接
、
ひ
が
し
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
�
８７１
―
５
１
８
６
）
へ
。

桶
川
な
の
は
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１０
月
１５
日
㈫
〜
１２

月
６
日
㈮
に
、
直
接
、
桶
川
な
の
は
な
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
�
７８２
―
７
１
１
７
）

へ
。

プ
リ
ン
公
園
前
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
２２
日
㈮
〜
１２

月
１６
日
㈪
に
、
直
接
、
プ
リ
ン
公
園
前
児

童
ク
ラ
ブ
（
�
６５７
―
８
１
４
４
）
へ
。

※
全
ク
ラ
ブ
と
も
１０
月
１５
日
㈫
か
ら
願
書

を
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
育
課
�
７８８
―
４
９
４
８

市内幼稚園一覧
電 話

７７１－１２３８

７２８－２９８１

７２８－４００４

７８６－７２７７

所在地
寿２－１０－４

倉田１０３

坂田西２－４９－１

上日出谷１００８

幼稚園名
おけがわ幼稚園

うさぎ幼稚園

しろがね幼稚園

愛宕幼稚園

市内認定こども園一覧
対 象

３歳児から就学前
まで

所在地・電話

東１－６－２５ ☎７７１－６４２７

鴨川１－１－４３ ☎７８６－０１６２
川田谷３８２１－３ ☎７７８－９３３３

名 称
認定こども園
ひがし幼稚園ひがし保育園
桶川ときわこども園
認定こども園ひだまり

市内認定家庭保育室一覧
特別保育

夜
間
・

早
朝

○

※家庭保育室への入室の申し込みは各園で受け付けています。
※保育料など詳細については、各家庭保育室に問い合わせく
ださい。
※○印は、通常保育以外に実施しているものです。

休

日

○

一

時

○

所在地・電話

川田谷４５９３－１０
☎７８６－５９７０

若宮１－４－５２ 埼北 SS
ビル２階 ☎７８６－７９１１

保育室名

いなほ保育園

聖友保育園

令
和
２
年
度

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
施

設
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
規
入
所
申
込
受
付
に
つ
い
て

詳
し
く
は
�
保
育
課
�
７８８
―
４
９
４
７

市内保育所（園）一覧
対 象

満１０か月から就学前まで
満１０か月から就学前まで
生後４３日目から就学前まで
生後４３日目から就学前まで
生後４３日目から就学前まで
生後４３日目から２歳児まで
生後４３日目から２歳児まで
生後５７日目から就学前まで
生後４３日目から就学前まで

生後５７日目から就学前まで

市内認定こども園一覧
対 象

２歳児から就学前まで

満６か月から就学前まで
１歳児から就学前まで

市内小規模保育施設一覧
対 象

生後４３日目から２歳児まで
生後４３日目から２歳児まで

生後９０日目から２歳児まで

生後４３日目から２歳児まで
満１０か月から１歳児まで

電 話
７８６－１４３７
７７１－２０１４
７２８－４６５３
７８７－０５９３
７８６－５４２３
７８９－０８８８
７７１－２２５８
７７８－１２１６
７７８－１６８０

８５６－９４５２

電 話
７７１－６４２７

７８６－０１６２
７７８－９３３３

電 話
７７１－８３４９
７８７－０９７０

７８３－３６９２

７８７－０９７０
８７１－５１８６

所在地
下日出谷８８－４
北１－１５－２８
坂田１５５９－１
上日出谷９２０－５
下日出谷西１－１７－１４
若宮１－１－１３
寿２－１０－４
朝日１－２７－３
東２－５－２５
若宮１－５－２
パトリア桶川４階

所在地
東１－６－２５

鴨川１－１－４３
川田谷３８２１－３

所在地
南１－２－２１ １２２１番館１階
川田谷３２６７
若宮１－４－３０ ビュー
タワーおけがわ１－１１１
若宮１－３－９大隅ビル１階
南２－１－１２

名 称
鴨川保育所
北保育所
坂田保育所
日出谷保育所
桶川たんぽぽ保育園
カオルキッズランド保育園
桶幼どれみ保育園
アートチャイルドケア桶川
さくら保育園

メリーポピンズ桶川ルーム

名 称
認定こども園
ひがし幼稚園ひがし保育園
桶川ときわこども園
認定こども園ひだまり

名 称
あゆみ保育園
なのはな保育園
バンビーナ桶川
ビュータワー園
なのはな第二保育園
ひがし保育園乳児室

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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ひひととりり親親家家庭庭等等医医療療費費支支給給制制度度
詳しくは�子ども未来課☎788－4945

この制度は、ひとり親家庭などの生活の安定と自立を支援し、福祉の増進を図ることを目的として、
対象家庭の子どもとその保護者の医療費（保険適用分）を助成するものです。
助成を受けられる人�市内に住民登録のある母子家庭、父子家庭、父または母の一方が規則で定める
程度の障害がある家庭などの児童とその親（または養育者）
助成を受けられない人�
・所得制限を超えている人（※２）
・生活保護法の適用を受けている人
・児童が施設に入所している人
・児童が里親に委託されている人
・他の医療費支給制度で医療費の助成を受けてい
る人
助成を受けられる期間�児童が満１８歳に達した最
初の３月３１日まで（児童が一定程度の障害のある場合は、児童が満２０歳未満）
登録に必要なもの�①健康保険証②申請者名義の普通預金通帳③印鑑（認め印）④戸籍謄本（養育者
であるときは、児童の父母の戸籍または除籍謄本）⑤平成３１年１月２日以降、現住所に転入した人は、
前の住所地の市区町村長発行の所得証明書
※児童扶養手当を受給している人は、児童扶養手当証書と①・②・③を持参してください。
※申請の状況により、この他に必要な書類がある場合があります。
すでに登録済みの人で、住所、健康保険証、口座の変更がある場合は届け出をお願いします。
《持参するもの》受給資格者証、変更後の健康保険証または預金通帳

対象となる人が、医療機関などを受診した
場合、市が医療費を助成します。
助成額�医療保険制度による医療費の一部負
担金。ただし、高額療養費および附加給付の
適用がある場合は、その額を控除した金額を
支給します。
※日本スポーツ振興センターの「災害共済給
付制度」の対象や交通事故などの第三者行為
に該当する場合は、支給の対象となりません。
助成を受ける方法�あらかじめ市へ受給者登
録を行い、医療費受給資格者証の交付を受け
てから、次のいずれかの方法で助成を受けて
ください。
①現物給付（窓口負担なし）
次のすべての条件に該当している診療の場

合、医療機関などの窓口で助成対象の医療費
を支払う必要はありません。
�受診時に、医療機関の窓口で健康保険証と
医療費受給資格者証を提示

�市内の医療機関を受診（一部対象外の医療
機関があります）

�一医療機関での一か月の累計自己負担金額

（保険適用分）が２万１千円未満
※コルセットなどの治療用装具や人工透析の
調剤分については、前述の条件に該当してい
ても窓口無料化の対象外です。
②償還払い（窓口負担あり）
①以外の場合、医療機関などの窓口で医療

費を支払い、診療月の翌月以降に申請書を市
の指定提出先（※１）に提出してください。
申請の翌月末に登録時に指定された口座へ医
療費を振り込みます。請求期限は支払った日
から５年間です。
※桶川市、上尾市、北本市、伊奈町にある協
定医療機関では、市役所に持参しなくても、
医療機関の窓口に申請書を提出することがで
きます。
※市へ郵送により申請することもできます。
（※１）指定提出先�子ども未来課、障害福祉
課、各公民館、保健センター、子育て支援セ
ンター（駅前・日出谷）、駅西口連絡所（お
けがわマイン４階）、各保育所（通所してい
る児童の家庭に限る）

重重度度心心身身障障害害者者医医療療費費支支給給制制度度
詳しくは�障害福祉課☎788－4935

この制度は、重度の心身障害のある人やその家庭の経済的負担を軽減し、重度心身障害者の福祉の
増進を図ることを目的としています。
助成を受けられる人�市内に住民登録があり、次のいずれかに該当する人
①身体障害者手帳１・２・３級を持つ人
②療育手帳Ⓐ・Ａ・Ｂを持つ人
③精神障害者保健福祉手帳１級を持つ人（精神病棟での入院分の助成を除く）
④６５歳以上で、埼玉県後期高齢者医療広域連合の障害認定を受けた人
⑤７５歳以上で、次の障害程度の状態である旨の市長の認定を受けた人
�精神障害者保健福祉手帳２級の人
�身体障害者手帳４級（音声・言語、下肢の一部）※ただし、平成２７年１月１日以降、①～⑤に該
当する等級の手帳を初めて取得したときの年齢が６５歳以上の場合は対象外です（すでに受給して
いる人は、年齢に関わらず引き続き対象となります）。

登録に必要なもの�該当する障害者手帳、健康保険証、本人名義の普通預金通帳、印鑑（認め印）
※手続きについては、代理人可
すでに登録済みの人で、住所、健康保険証、口座の変更がある場合は届け出をお願いします。
《持参するもの》該当する障害者手帳、受給資格者証、変更後の健康保険証または預金通帳

ここどどもも医医療療費費支支給給制制度度
この制度は、子どもの健康の向上と福祉の増進を図ることを目的として、こどもの医療費（保険適
用分）を助成するものです。
助成を受けられる人�市内に住民登録のある０歳から満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの

子ども。
登録に必要なもの�子どもの健康保険証、生計中心者名義の普通預金通帳

※手続きについては、代理人可
すでに登録済みの人で、住所、健康保険証、口座の変更がある場合は、届け出をお願いします。
《持参するもの》受給資格者証、変更後の健康保険証または預金通帳

福祉三医療費
（こども、ひとり親家庭等、重度心身障害者）

支給制度のお知らせ
詳しくは�子ども未来課☎788－4945（こども、ひとり親家庭等）

障害福祉課 ☎788－4935（重度心身障害者）（※２）所得制限額
（児童扶養手当の所得制限額と同じ）

養育者
２３６万円未満
２７４万円未満
３１２万円未満
３５０万円未満

※４人以上は、１人につき３８万円を加算した額

本人（父または母）
１９２万円未満
２３０万円未満
２６８万円未満
３０６万円未満

扶養人数
０人の場合
１人の場合
２人の場合
３人の場合

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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�

�

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
お
よ

び
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の

変
更
に
つ
い
て

不
正
軽
油
１１０
番

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

「
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」

無
料
法
令
説
明
会
の
開
催

市では、生活困窮者自立支援事業として、困りごとがある人の
相談に支援員が応じ、一人ひとりの状況に合わせた支援プランを
作成し、自立に向けた支援へとつなげる制度を実施しています。
次に当てはまれば、お気軽に相談してください。
� 仕事がなかなか見つからない
� 仕事に就くが長く続かない
� 生活が苦しい
� 悩みが多くて、どこから手をつければいいかわからない。

一人で悩まず、気軽に来所・電話で相談してください：受付時間�８：３０～１７：１５（土・日・祝・年末年始を除く）

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は

母
の
就
業
支
援
お
よ
び
生
活
安
定
を
促
進

す
る
た
め
に
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
お
よ
び
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
な

ど
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
点
▼【
支
給
期
間
お
よ
び
支
給
月

数
】

・
支
給
期
間
の
上
限
が
３
年
か
ら
４
年
に

延
長
と
な
り
ま
す
。

・
養
成
機
関
で
の
課
程
が
修
了
す
る
期
間

の
、
最
後
の
１２
か
月
間
は
、
支
給
月
額
に

つ
い
て
、
４
万
円
増
額
と
な
り
ま
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
限

度
額
】

・
職
業
に
必
要
な
実
践
的
か
つ
専
門
的
な

も
の
と
し
て
都
道
府
県
知
事
な
ど
が
指
定

す
る
も
の
を
受
講
し
た
場
合
に
限
り
、
２０

万
円
か
ら
８０
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
子
ど
も
未
来
課
�
７８８
―
４

９
４
６

不
正
軽
油
の
製
造
・
運
搬
・
販
売
・
使

用
は
�
犯
罪
�
で
す
。「
不
審
な
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い

る
！
」「
異
常
に
安
価
な
軽
油
の
売
り
込

み
を
受
け
た
！
」
な
ど
、
不
正
軽
油
に
つ

い
て
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
不
正
軽
油
は
、
軽
油
引
取
税
が
課
せ
ら

れ
な
い
重
油
や
灯
油
を
混
和
し
た
り
、
こ

れ
ら
を
軽
油
に
混
ぜ
て
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

燃
料
と
し
て
使
用
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軽
油
引
取
税
の
脱
税
の
み
な
ら
ず
、

公
正
な
市
場
競
争
を
阻
害
し
、
大
気
汚
染

な
ど
環
境
や
健
康
に
も
重
大
な
悪
影
響
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
県
不
正
軽
油
撲
滅
対
策
協
議

会
（
県
税
務
課
）
�
８３０
―
２
６
６
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
額
以
下

の
人
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
９
月
下
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
給
付
金
受
給
に
関
す
る
案
内
が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
1
▼
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
で
次

の
要
件
を
満
た
す
人

①
６５
歳
以
上
②
請
求
者
の
世
帯
全
員
の
市

町
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
③
前

年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
８
７
９
�
３
０
０
円
以
下
で
あ
る

対
象
2
▼
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
で
、前
年
の
所
得
額
が（
４
�

６
２
１
�
０
０
０
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×

３８
万
円
※
）
以
下
で
あ
る
人

※
同
一
生
計
配
偶
者
が
７０
歳
以
上
、
ま
た

は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は
４８
万
円
、
特

定
扶
養
親
族
ま
た
は
１６
歳
以
上
１９
歳
未
満

の
扶
養
親
族
の
場
合
は
６３
万
円

手
続
き
方
法
▼
日
本
年
金
機
構
か
ら
案

内
が
届
い
た
人
は
、
同
封
の
は
が
き
（
年

金
生
活
支
援
者
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入

し
、
目
隠
し
シ
ー
ル
と
切
手
を
貼
り
、
郵

便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
に
関
す
る
注
意
▼
12
月
末
日
ま
で

に
請
求
し
た
場
合
に
限
り
、
制
度
が
は
じ

ま
る
１０
月
分
ま
で
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
令
和
2
年
1
月
以
降
に
請
求
し
た
場

合
は
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
以
降
か
ら

の
支
給
に
な
り
ま
す
。
す
み
や
か
に
お
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０５
―
４
０
９
２
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課
�
７８８
―
４
９

４
３１０

月
９
日
〜
２３
日
に
、
建
築
物
の
「
違

反
な
く
そ
う
運
動
」を
県
内
で
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

無
料
の
法
令
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

内
容
▼
①
消
防
法
改
正
に
つ
い
て
②
桶

川
市
の
建
築
物
に
つ
い
て
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て

※
建
築
相
談
会
も
同
時
開
催
（
無
料
）

と
き
▼
１０
月
１０
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
（
桶
川
市
鴨

川
１
―
４
―
１
）

詳
し
く
は
�
建
築
課
�
７８８
―
４
９
５
７

年金を受け取るために、年金額を多くするために、国民年金に任意加入しませんか
任意加入には高齢任意加入と在外任意加入があります。

●高齢任意加入制度とは
詳しくは�保険年金課�788－4943

●在外任意加入制度とは

日本に住む２０歳から６０歳までのすべての
人が国民年金に加入しますが、６０歳以上の
人で次の①または②に該当する人は、希望
すると国民年金に任意加入できる制度です。
※老齢基礎年金受給者、厚生年金、共済組
合に加入している人は任意加入できませ
ん。

市民税・県民税
【第3期】

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第4期】

納期限…10月31日
納付は期限内に！

今月の納期

①任意加入
・６０歳から６５歳までの人で、年金加入期間が短く年金を受け取るため
の必要な期間を満たしていない人

・未加入や保険料未納期間があるために年金額が少ない人
②特例任意加入（６５歳の時点で受給資格を満たしていない人）
・昭和４０年４月１日以前に生まれた人で、日本国内に住んでいる人、
または海外に住んでいる日本国籍がある人は、受給資格を満たすま
で（最長７０歳まで）

詳しくは�
社会福祉課�788－4933生活の不不安安や心心配配の相相談談会会を実施しています

【特別相談会を実施します】
とき�１０月１２日㈯午前９時～正午
ところ�市役所３階会議室３０１・３０２
※予約不要。時間内に来てください。
※相談会当日は、電話相談はできま
せん。来所が難しい場合は事前に連
絡して下さい。

対前年
同月比

△６３件

０人

△６８人

身に着けよう 命のお守り 反射材

平成30年
7月末

１８２件

０人

２１２人

令和元年
7月末

１１９件

０人

１４４人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

1100月月はは「「食食品品ロロスス削削減減月月間間」」でですす。。
詳しくは�リサイクル推進課�728－1902

�家庭での取り組み
・食材の在庫確認をし、必要な分を買う
・食材をしっかり保管する
・期限の近い食材から使用する
・食べきれる量を作る
�外食時の取り組み
・食べきれる量を注文する
・食品ロス削減に取組むお店を選ぶ（料理の
量を選べる、持ち帰ることができるなど）
�宴会時の取り組み
・出された料理を食べるための「食べきり
タイム」を設ける
�その他の取り組み
・給食を残さず食べる
・食品をフードバンクなどへ寄付する

�「食品ロス」とは？
まだ食べることができるのに廃棄される「食品」のことです。日本では年

間約６４３万トンの食品ロスが発生しており、国民１人あたり年間約５１㎏捨て
られていることになります。食品ロスを減らすには、一人ひとりが普段の生
活の中で、食べ物を無駄にしないように配慮していくことが大切です。
�「食品ロス」に取り組むメリットは？
・ごみを減らすことができ、環境への負荷も減らすことができます。
・買いすぎによる食費の節約になります。
�食品ロスを削減するための取り組み
食べものを「買いすぎない」「作りすぎない」「食べきる」

ことを意識することが大切です。

保険料の納付方法�原則口座振替（ただし、口座を持っていない場合や、資格を喪失するまでの期間の保険料を前納する
場合など、正当な理由がある場合には、現金で納付することもできます。）

加入の手続き�市保険年金課
持ち物�年金手帳、印鑑、預貯金通帳、通帳届出印※特例任意加入の場合は、戸籍謄本

海外に在住した場合に国民年金に任意加入することができる制度です。在外任意加入期間中に保険料を納めると、老齢
基礎年金に反映されます。また、海外在住中の事故や病気で障害が残ったときや、万一亡くなったとき、保険料を納めて
いると障害基礎年金や遺族基礎年金が保障されます。
保険料の納付方法�国内に住む親族など協力者が代わりに納める方法や、日本に開設している預貯金の口座から口座振替

による方法があります。
加入の手続き�海外転出届出を済ませた後、出国前にしてください。※任意加入手続きをした人が帰国し、国内に住所を

有した場合、国民年金加入の手続きが必要となります。

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

「
２
０
１
９
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
設
置
費
補
助
金
の
ご
案
内

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
１１
月
は
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新
月
で
す
〜

税
が
支
え
る
み
ん
な
の
く
ら
し

１０
月
〜
１２
月
は

「
滞
納
整
理
強
化
期
間
」
で
す

市
税
な
ど
の
納
付
は

『
か
ん
た
ん
・
あ
ん
し
ん
・
べ
ん
り
』な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

里
親
制
度
・
里
親
入
門
講
座

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
は
、
全
国

す
べ
て
の
民
営
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
調
査
員
が
『
調
査

員
用
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）』
を
使

用
し
て
、
事
業
所
の
外
観
な
ど
に
よ
り
名

称
や
活
動
状
態
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
な

お
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
や
一
部
の

事
業
所
に
は
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
は
、
市
内
を
数
か
所
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
２
か
月
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
・
11
月
は
、「
上
日
出
谷
、
下
日

出
谷
（
一
部
）、
泉
1
・
2
丁
目
、
若
宮

1
丁
目
（
一
部
）」
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課
�
７８８
―
４
９

０
２

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
お
よ
び
「
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全

条
例
」
に
よ
り
、
家
庭
、
事
業
所
を
問
わ

ず
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
ド
ラ
ム
缶
を
使
っ
て
木
く
ず

な
ど
を
燃
や
す
、
家
庭
ご
み
を
庭
で
燃
や

す
な
ど
の
行
為
は
廃
棄
物
の
野
外
焼
却

（
野
焼
き
）
に
あ
た
り
ま
す
。

罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す

廃
棄
物
を
野
外
焼
却
し
た
者
は
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円
以
下
の

罰
金
）
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ご
み
は
適
切
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い

ご
み
を
適
切
な
焼
却
施
設
以
外
で
燃
や

す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

の
発
生
原
因
と
な
る
ほ
か
、
煙
や
に
お
い

が
近
隣
に
広
が
り
、
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
火
が
燃
え
移
り
、
火
災
と
な
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
適
切
に
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
環
境
課
�
７８８
―
４
９
２
４

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
、
新
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
・
条
件
・
申
請
に
あ
た
り
必

要
な
書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
環

境
課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
設
置
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
機
器
が
設
置
済
み
で
あ
る
場
合
、

設
置
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、
交

付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
交
付
申
請
書
は
環
境
課
窓
口
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課
�
７８８
―
４
９
２
４

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
１０
月
３１
日
ま
で
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
１０
月
上
旬
に
、
簡

易
書
留
で
郵
送
予
定
で
す
。

配
達
時
に
不
在
の
場
合
に
は
、
受
け
取

り
方
法
に
つ
い
て
の
「
郵
便
物
等
お
預
か

り
の
お
知
ら
せ
」
が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、

案
内
に
従
っ
て
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
一
体
化
へ
向
け
、

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
２
年
７
月

３１
日
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課
�
７８８
―
４
９

４
１市

税
な
ど
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な

道
路
や
公
園
の
整
備
、
福
祉
・
保
健
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
財
源
で

あ
り
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
税
な
ど
の
納
付
が
納
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
に
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月
〜
１２
月
の
期
間
、
県
内
全
市
町
村

と
埼
玉
県
で
は
『
滞
納
整
理
強
化
期
間
』

と
し
て
『
ス
ト
ッ
プ
！
滞
納
』
を
合
言
葉

に
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付

サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

①
対
象
金
融
機
関
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
」
と
「
暗
証
番
号
」
で
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

②
毎
月
１５
日
（
１２
月
は
１０
日
）
ま
で
の
申

し
込
み
で
当
月
末
か
ら
口
座
振
替
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

③
収
税
課
・
保
険
年
金
課
・
高
齢
介
護
課

の
窓
口
で
、
か
ん
た
ん
に
手
続
き
で
き
ま

す
。納

税
相
談
▼
事
前
に
来
庁
日
時
を
電
話

連
絡
の
う
え
収
入
・
支
出
の
明
細
を
準
備

し
、
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

開
庁
時
間
▼
月
〜
金
曜
日
�
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

土
曜
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
（
※
予

約
制
）

詳
し
く
は
�
収
税
課
�
７８８
―
４
９
１
８

【
里
親
と
は
】

親
の
病
気
や
離
婚
、
虐
待
な
ど
様
々
な

事
情
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
て
、
温
か
い
愛
情
と
理
解
を
持
っ

て
養
育
し
て
く
れ
る
人
を
い
い
ま
す
。

【
里
親
に
な
る
に
は
】

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す

と
き
▼
１１
月
３０
日
㈯
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時と

こ
ろ
▼
久
喜
市
中
央
公
民
館
（
久
喜

市
久
喜
中
央
４
―
７
―
７
）

対
象
▼
里
親
制
度
に
興
味
が
あ
る
人

定
員
▼
５０
人

費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼
埼
玉
県
中
央
児
童
相
談
所

�
７７５
―
４
１
５
２

10月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211（代表） �786－0336
●社会福祉協議会／�728－2221 �728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの法
律全般についての相談

４日㈮・１１日㈮・１８日㈮・
２５日㈮ １４：００～１７：００
１９日㈯ ９：００～１２：００
１１月１日㈮・８日㈮・２２日㈮・
２９日㈮ １４：００～１７：００
１６日㈯ ９：００～１２：００

市役所相談室

秘書広報課
行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証

明、会社設立などの手続きの相談
１日㈫ １３：００～１６：００
※次回は１１月５日㈫ 市役所相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約などについての
相談 ２３日㈬ １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体の
相 談 員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 １９日㈯ ９：００～１２：００ 市役所会議室３０１

電話でも可�７８６－３２１１

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や公団・公社などへの要望や苦情につい
ての相談

１１日㈮ １０：００～１２：００
※次回は１１月８日㈮ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融などからの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 市役所相談室

直通�７８８－４９０１

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室

安心安全課
犯罪被害者相談 市 役 所

職 員 犯罪被害に関する総合的相談 市役所窓口（電話でも可） 市役所相談室

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ７日㈪ １０：００～１６：００

２８日㈪ １６：００～２０：００ 市役所相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

８日㈫
９：００～１２：００ 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００（１２：００～１３：００を除く）
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
１０：００～１５：３０（１２：００～１３：００を除く）

市役所３階
電話でも可�７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
８：３０～１７：１５

子ども未来課窓口
電話でも可 直通�７８８－４９４６ 子ども未来課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：１５～１６：３０

桶川市教育センター
直通�７８６－３２３７ 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９ 社会福祉協議会

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。 ※◎の相談について、一年度に１回のみ受けられます。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に

取
り
組
も
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
８
月
末
現
在
４
�４
４
７
人
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

い
き
い
き
１００
歳
体
操
教
室

脳
げ
ん
き
教
室

介
護
保
険
の
認
定
調
査
を
行
う

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
は
、
川

か
ら
海
へ
流
れ
込
む
も
の
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
き
ち
ん
と
捨

て
、
美
し
い
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
九
都
県
市
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千

葉
市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模
原
市
）
で
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
�
県
環
境
部
水
環
境
課
�
８３０
―

３
０
８
１

と
き
▼
１０
月
３０
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

３０
分
（
午
後
１
時
３０
分
〜
受
付
）

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員
・
費
用
▼
２０
人
・
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

講
師
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
社
会

福
祉
協
議
会
職
員

申
込
み
▼
１０
月
２４
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
�
７２８
―
２
２
６

５
）
へ
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課
�
７８８
―
４
９

３
８１００

歳
体
操
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
い
き
い
き
１００
歳
体
操
教
室
を
実

施
し
ま
す
。
１００
歳
体
操
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
き
▼
１０
月
２５
日
㈮
、
１１
月
２９
日
㈮
午

後
２
時
〜
３
時
３０
分
（
午
後
１
時
４５
分
〜

受
付
）

と
こ
ろ
▼
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

持
ち
物
▼
上
履
き
、筆
記
用
具
、飲
み
物

問
合
せ
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ル
ー
エ
ハ
イ
ム
」
�
７８９
―
２
１
２
１

内
容
▼
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
体
操
、

ク
イ
ズ
な
ど
の
脳
ト
レ
、
お
く
ち
の
話
な

ど
。と

き
▼
１１
月
２７
日
〜
１２
月
２５
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分
（
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
受
付
）

※
原
則
、
全
日
程
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
▼
坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
坂
田
東
２
―
３
―
１
）

対
象
▼
６５
歳
以
上
の
市
民

定
員
▼
４０
人
【
先
着
順
】

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
※
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
１０
月
４
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
高
齢
介
護
課
へ
。

※
１
人
年
度
内
１
回
の
受
講
で
す
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課
�
７８８
―
４
９

３
８応

募
資
格
▼
①
介
護
支
援
専
門
員
ま
た

は
②
保
健
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉

士
で
あ
っ
て
当
該
資
格
に
係
る
業
務
に
従

事
し
た
期
間
が
５
年
以
上
あ
る
人

職
務
▼
要
介
護
認
定
の
訪
問
調
査

募
集
人
員
▼
若
干
名

賃
金
▼
４
�
０
２
０
円
（
認
定
調
査
１

件
当
り
）

応
募
方
法
▼
介
護
認
定
調
査
員
登
録
申

請
書
（
高
齢
介
護
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
右
記
資
格
の
免
許
証

（
写
）
と
合
わ
せ
て
高
齢
介
護
課
へ
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課
�
７８８
―
４
９

３
９

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３ �729－1616 １０月９日㈬ １３：３０～１５：００ 無料
愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５ �778－6603 １０月１６日㈬ １３：３０～１５：００ 無料
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２ �789－3130 １０月１８日㈮ １３：３０～１５：００ 無料

ねむのき 川田谷５８３０－１ �787－0311 １０月６日㈰
１１月３日㈰ ９：３０～１２：００ １００円

クイーンズビラ桶川
坂田８４５－１ �728－8887 １０月１９日㈯ １３：３０～１５：００ 無料

花ノ木の郷 加納１８２４－１ �729－2222 １０月２７日㈰ ９：００～１５：００（随時）★ 無料
オカダの学校 東２－１２－２７�776－8900 １０月２６日㈯ １３：３０～１５：００ 無料

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所されている皆さんと体操や音楽レクリェーションを通して触れ合いませんか。認
知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住み良い桶川市を目指しています。

※事前の連絡は不要です。
直接お越しください。

2019彩の国実業団駅伝に伴う
交通規制について

問合せ�一般財団法人埼玉陸上競技協会
�771－4248

と き�１１月３日（日・祝）
午前８時（埼玉県庁）出発※男子のみ
桶川通過予定時刻�午前８時５２分～
９時０３分

ところ�中山道
※交通規制・う回については、現場の警察官
や交通指導員などの指示に従ってください。
※応援には、徒歩・自転車などでお越しください。

★同日、介護の基礎知識を
学ぶ「ビギナーズ研修」
を開催。申込み・問合わ
せは直接、花ノ木の郷へ。

地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の
場として、介護者のつどい・介護者サロンを開催します。介護者のつどい・介護者サロン

地域包括支援センター主催 介護予防教室のご案内
対象�６５歳以上の人 費用�無料 持ち物�タオル、飲み物、動きやすい服装、靴 申込み�不要

内容・注意事項
オケちゃん健康体操、玄米にぎにぎ体操、バル
ーン体操、タオル体操、ゲーム（脳トレ）、歌
など
※「ハートランド」か「中山道ふれあい館」の
どちらかひとつを選んでください。タオル（手
拭いでも可）を使用した体操を行うので、必
ず持参してください。玄米棒をお持ちの人は
持参してください。

問合せ�地域包括支援センターハートランド（坂田１７２５）�777－7055

と き

午後１時３０分～３時
（受付：午後１時１５分
から）

１０月４・１８日㈮
１１月８・２２日㈮
１２月６日㈮

１０月８日㈫
１１月１２日㈫

２６日㈫
１２月１０日㈫

ところ
ハートランド
会議室
※上履き持参

中山道ふれあい館

内容・注意事項

健康に関する話や体操、ゲ
ームなど

問合せ�地域包括支援センタールーエハイム（若宮１－５－２ ４F）�789－2121

と き
１部：午後１時３０分～３時
（受付：午後１時１５分から）
２部：午後３時１５分～４時４５分
（受付：午後３時から）
※どちらかを選んでください。

午後２時～３時３０分
（受付：午後１時４５分から）

１０月２日㈬
１１月６日㈬
１２月４日㈬

１０月１１日㈮
１１月１５日㈮

ところ

市民ホール

サン・アリーナ
※上履き持参

内容・注意事項

簡単な体操やストレッチ、
脳トレなど
※会場は当日１階ロビーに
あるホワイトボードで確
認してください。

問合せ�地域包括支援センター社会福祉協議会（末広２－８－８）�728－2265

と き
午前１０時～１１時３０分（受付：午前９時４０分から）
午後１時３０分～３時（受付：午後１時１０分から）
※２部制です。どちらかを選んでください。（午
前中が大変混雑しています。午後の参加をお
願いします。）

※初回参加者のみ要予約

１０月１１日㈮
２５日㈮

１１月８日㈮
２２日㈮

１２月１３日㈮

ところ

地域福祉活動
センター

内容・注意事項
体操、ストレッチ、ゲーム、コグニサイズ、
歌、健康のお話など。
健康のお話は下記内容を予定しております。
１０月「心臓・血管を若々しく保つ」
１１月「栄養～免疫力を上げる」
１２月「インフルエンザ」

問合せ�地域包括支援センターねむのき（川田谷５８３０－１）�783－5311

と き

午後１時３０分～３時
（受付：午後１時１５分から）

１０月８日㈫
１１月１２日㈫
１２月１０日㈫

ところ

農業センター

１０月２９日㈫
午後１時３０分～３時
市役所分庁舎会議室
「楽な介護の仕方・パー
ト２」
やり方ひとつで介護され
る人も、する人も楽にな
ります。一緒にやってみ
ませんか。予約不要です。
地域包括支援センター
「ねむのき」（川田谷５８３０
－１）�７８３－５３１１

と き

ところ

内 容

問合せ

介
護
者
の
つ
ど
い
「
繭
の
会
」

１１月９日㈯
午前１０時３０分～正午
おけがわマイン
３階イベントスペース

「理学療法士による介助
の方法について」
定員２０人、事前申し込み
が必要です。

地域包括支援センター
「ルーエハイム」（若宮
１－５－２おけがわマイ
ン４階）�７８９－２１２１

と き

ところ

内 容

問合せ

介
護
者
サ
ロ
ン

１１月１３日㈬
午後２時～３時３０分
地域福祉活動センター
３階講習室

介護に関しての相談など。
気分転換をしてリフレッ
シュするために寄り道を
しませんか。

地域包括支援センター
「桶川市社会福祉協議会」
（末広２－８－８）
�７２８－２２６５

と き

ところ

内 容

問合せ

介
護
者
の
つ
ど
い

詳しくは�高齢介護課
☎788－4938

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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報
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



県
央
広
域
消
防
本
部

応
急
手
当（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）講
習

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

行
政
書
士
街
頭
無
料
相
談
会

相
続
、借
金
、生
活
、こ
こ
ろ
の
悩
み
等
、

暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
会（
無
料
）

「
ふ
れ
あ
い
交
流
！

知
る
！
食
べ
る
！
遊
ぶ
！
」

（
第
３９
回
全
国
ク
レ
サ
ラ
・
生
活
再

建
問
題
被
害
者
交
流
会
in
埼
玉
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

埼
玉
県

保
護
犬
・
保
護
猫
の
譲
渡
会
を
開
催

１０
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

年
１
回
、
浄
化
槽
の
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」
募
集

「
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
」
募
集

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

と
き
▼
１１
月
１６
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

（
午
前
８
時
４５
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署
２

階
会
議
室
（
北
本
市
宮
内
７
―
２４０
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
１５
人
【
先
着
順
】
※
定
員
に
な

り
次
第
締
切

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
受
講
証
明
書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
画
面
提
示
で
も

可
）そ

の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き
ま

す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講
時
間

が
開
始
か
ら
１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１０
月
１５
日
㈫
〜
１１

月
９
日
㈯
に
、
北
本
消
防
署
（
�
０４８
―
５９２

―
５
０
０
５
、
北
本
市
緑
３
―
３９６
）
へ
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
す
る
人
は
、
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

説
明
会
日
程
▼
①
１０
月
１６
日
㈬

②
１１
月
１９
日
㈫

③
１２
月
１７
日
㈫

④
令
和
２
年
１
月
２１
日
㈫

⑤
２
月
４
日
㈫
【
女
性
限
定
】

⑥
２
月
１６
日
㈰

⑦
３
月
１７
日
㈫

時
間
▼
午
前
１０
時
か
ら
（
１０
月
１６
日
は

午
前
９
時
か
ら
）
※
時
間
厳
守

説
明
会
会
場
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
北
１
―
１２
―
１０
）
※
駐
車
場
が
狭
い

の
で
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
７７７
―
１
９
２
０

内
容
▼
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
協

議
離
婚
・
農
地
転
用
・
各
種
許
認
可
・
会

社
法
人
設
立
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
▼
１０
月
１９
日
㈯
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時と

こ
ろ
▼
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾
支

部
事
務
所
�
７７６
―
３
３
６
７

内
容
▼
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法

律
問
題
（
借
金
、
離
婚
、
相
続
、
贈
与
な

ど
）、
社
会
福
祉
士
に
よ
る
生
活
問
題
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み

の
個
別
相
談
会
（
同
じ
経
験
を
持
つ
相
談

員
と
の
面
談
も
可
）

と
き
▼
１０
月
２０
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
（
鴨
川
１
―

４
―
１
）

主
催
▼
夜
明
け
の
会

申
込
み
・
問
合
せ
▼
事
前
に
夜
明
け
の

会
（
�
７７４
―
２
８
６
２
）
へ
連
絡
を
。

対
象
▼
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

内
容
▼

Ⓐ
物
産
展
（
全
国
の
名
産
品
・
駅
弁
・
ご

当
地
ラ
ー
メ
ン
な
ど
）、
法
律
・
生
活
・

こ
こ
ろ
の
相
談
会
、
お
金
に
つ
い
て
学
べ

る
ク
イ
ズ
、
各
種
展
示
会
。

Ⓑ
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
太
鼓
音
楽
な
ど
）、

分
科
会
（
奨
学
金
問
題
、
子
ど
も
食
堂
、

外
国
人
の
労
働
問
題
な
ど
の
社
会
問
題
を

テ
ー
マ
と
す
る
寸
劇
や
講
演
）。

Ⓒ
体
育
館
で
は
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

遊
べ
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２
日
㈯
午
前
１１
時
〜
午
後

４
時
３０
分

※
Ⓑ
Ⓒ
は
、
午
後
２
時
か
ら
。

と
こ
ろ
▼
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

（
伊
奈
町
内
宿
台
６
―
２６
）

費
用
▼
無
料

主
催
▼
第
３９
回
全
国
ク
レ
サ
ラ
・
生
活

再
建
問
題
被
害
者
交
流
集
会
in
埼
玉
実
行

委
員
会

後
援
▼
桶
川
市
ほ
か

問
合
せ
▼
司
法
書
士

飛
鳥
井
�
７７１
―

８
６
９
０

１０
月
１８
日
㈮
ま
で
、
全
国
の
宝
く
じ
売

り
場
で
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
と
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

が
同
時
販
売
さ
れ
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後

賞
合
わ
せ
て
５
億
円
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
３
千
万
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
市
町

村
振
興
協
会
�
８２２
―
５
０
０
４

犬
猫
の
殺
処
分
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
動
物
愛
護
団
体
の
譲
渡
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、「
保
護
犬
・
保
護
猫
譲
渡
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
動
物
の
譲
り
渡
し
を
行
い
ま

せ
ん
。
希
望
者
に
は
、
動
物
愛
護
団
体
か

ら
後
日
連
絡
し
、
譲
渡
の
手
続
き
を
進
め

ま
す
。

※
団
体
に
よ
り
所
定
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

と
き
▼
１０
月
２６
日
㈯
午
前
１１
時
〜
午
後

２
時

※
荒
天
、
天
災
、
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ

っ
て
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
役
所
分
庁
舎
南
側
駐

車
場
（
上
日
出
谷
９３７
―
１
）

申
込
み
▼
不
要

問
合
せ
�
県
生
活
衛
生
課
�
８３０
―
３
６

０
５浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
「
保

守
点
検
」、「
清
掃
」
と
は
別
に
「
定
期
水

質
検
査
」
の
受
検
が
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
定
期
水
質
検
査
」
は
、
年
１
回
、
浄

化
槽
か
ら
の
放
流
水
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
十
分
浄
化
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
か

検
査
す
る
も
の
で
す
。
検
査
結
果
は
、
使

用
者
や
保
守
点
検
業
者
に
通
知
さ
れ
、
普

段
の
維
持
管
理
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
必
ず

定
期
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
水
質
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

知
事
指
定
検
査
機
関
か
契
約
し
て
い
る
保

守
点
検
業
者
・
清
掃
業
者
に
連
絡
し
て
検

査
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
水
質
検
査
の
手
数
料
（
非
課
税
）

10
人
槽
以
下
（
家
庭
用
浄
化
槽
）
�
5
�

0
0
0
円

※
１１
人
槽
以
上
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
�（
一
社
）埼
玉
県
環
境
検
査
研

究
協
会
�
６４９
―
５
１
５
１

県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化

防
止
普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
「
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
と
し

て
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
▼
募
集
要
領
で
応
募
要
件
な
ど

を
確
認
の
う
え
、
１２
月
２
日
㈪
ま
で
に
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
県
温
暖
化
対
策
課
�
８３０
―
３

０
３
３

県
で
は
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
動
物
の
愛
護
や

正
し
い
飼
い
方
に
関
す
る
知
識
情
報
な
ど

の
普
及
啓
発
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

積
極
的
・
自
主
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く

「
彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
間
▼
１１
月
２９
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
保
健
所
、
埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
設
置
す
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
県
生
活
衛
生
課
�
８３０
―
３

６
１
２

県民講座「知っていますか？LGBT」を開催

時 間�午後２時～４時
※基礎編の２回は同じ内容です。

申込み�1０月１５日㈫までに、メールまたは FAXで、次の確認事項を明記の
上、申し込みください。
確認事項：受講希望日、郵便番号、住所、氏名、電話番号、託児希

望の有無、手話通訳希望の有無
問合せ�県人権推進課�830－2255 FAX830－4718

�a２２５０‐０２@pref.saitama.lg.jp

ところ

さいたま共済会館
６階第２ホール

埼玉県熊谷地方庁
舎４階大会議室

さいたま共済会館
６階第２ホール

と き

１１／１㈮

１１／１３㈬

１１／２７㈬

内 容
【基礎編】
LGBTに関する考え方や言葉の意味
など基礎的な知識について

いい だ あき る

講師�飯田亮瑠さん
（ダイビーノン代表）

【子どもの LGBT編】
LGBTの子どもに対する配慮や対応
について
講師�小林りょう子さん

（NPO法人 LGBTの家族と
友人をつなぐ会）

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

情
報
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ー
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ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
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に
Ｄ
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で
す
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ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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